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平
成
25
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

額
は
、
前
年
度
比
７
億
円
減
（
１
・

４
％
減
）
の
４
９
５
億
９
千
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
は
、
平
成
27
年
度

以
降
に
お
け
る
地
方
交
付
税
の
合
併

特
例
措
置
の
段
階
的
縮
減
を
踏
ま
え

た
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
歳

出
削
減
の
取
組
を
着
実
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
４
つ
の
政
策
重
点
項
目

を
中
心
に
各
種
施
策
を
計
画
的
に
展

開
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
政
策
重
点
項
目
と
そ
の
主
な
新
規

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆�

甑
島
Ｅ
Ｖ
レ
ン
タ
カ
ー
導
入
実
証

事
業

１
千
６
５
２
万
３
千
円

　
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、

電
気
自
動
車
レ
ン
タ
カ
ー
を
導
入
し

て
各
種
デ
ー
タ
等
の
収
集
を
実
施
す

る
も
の
。

◆�

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス（
モ
デ
ル
）実
証

事
業

４
千
５
０
０
万
円

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
に
も
配
慮

し
た
生
活
様
式
の
確
立
に
向
け
た
ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
創
蓄
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
体
感
等
の
実
証
を
行

う
も
の
。

◆�
川
内
駅
ゼ
ロ
エ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

化
検
討
事
業

１
千
５
０
０
万
円

　
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
川
内
駅
の
実

現
や
憩
い
の
場
の
空
間
づ
く
り
を
検

討
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る
も

の
。

◆
市
民
活
動
支
援
補
助
金

１
千
３
２
４
万
９
千
円

　
自
ら
企
画
し
て
公
益
的
活
動
を

行
う
市
民
活
動
団
体
等
の
実
施
す

　
平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
は
２
月
27
日
か
ら
３
月
28
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
３
年
ぶ
り
に
５
０
０
億
円
を
下
回
る
こ
と
と
な
っ
た
平
成
25
年
度
当
初
予
算
を
は

じ
め
、
緊
急
経
済
対
策
関
連
の
平
成
24
年
度
補
正
予
算
、
企
業
立
地
支
援
条
例
な
ど
議
案
80
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
２
件
の
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
の
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）交
渉
参
加
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決
し
ま

し
た
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

～
緊
急
経
済
対
策
関
連
の
補
正
予
算
な
ど
可
決
～

前
年
度
比
１・
４
％
減

一
般
会
計
当
初
予
算

４
９
５
億
９
千
万
円

第１回定例会

主
な
新
規
事
業（
政
策
重
点
項
目
）

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
推
進

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
制
度
の
強
化

民生費
128億4092万8千円

衛生費
65億5155万3千円

公債費
65億3401万4千円

総務費
64億175万7千円

土木費
46億2865万4千円

教育費
37億4929万5千円

地方交付税
165億円

市税
108億884万8千円

歳 入
495億9千万円

国庫支出金
68億5795万8千円

市債
45億170万円

繰越金 8億円

使用料及び手数料
8億319万8千円

地方譲与税
5億4500万円

分担金及び負担金
5億5930万8千円

諸収入
3億8769万6千円

財産収入
2億703万8千円

地方消費税交付金等
9億8330万円

農林水産業費
21億974万7千円

消防費
33億5395万円

商工費
22億8202万円

災害復旧費
6億622万1千円

議会費 3億2585万2千円
労働費 1億2641万5千円

諸支出金 2959万4千円

予備費 5000万円

平成25年度 一般会計当初予算

県支出金
37億1175万7千円

繰入金
29億2419万7千円

歳 出
495億9千万円

３
年
ぶ
り
に
５
０
０
億
円
を
下
回
る
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平
成
25
年
度
の
各
特
別
会
計
の
当

初
予
算
総
額
は
、
前
年
度
比
０
・
１

億
円
増
の
２
７
８
億
６
千
６
６
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
井
上
　
勝
博
　
議
員

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
し
て

い
る
も
の
の
、
未
だ
不
十
分
で
あ
り
、

２
７
８
億
６
千
６
６
０
万
円

14
特
別
会
計
当
初
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

会　　計　　名 予　　算　　額

水道事業

収益的収入 13億 1,251 万 9千円

収益的支出 12億 6,778 万 6千円

資本的収入 3億 2,031 万 8千円

資本的支出 9億 9,174 万 5千円

工業用水道事業

収益的収入 2,083 万 5千円

収益的支出 1,696 万 8千円

資本的収入 0円

資本的支出 0円

■平成25年度各公営企業会計当初予算

会　　計　　名 予　算　額

簡易水道事業 5億 5,512 万円

温泉給湯事業 5,051 万円

公共下水道事業 4億 5,514 万円

農業集落排水事業 2億　597 万円

漁業集落排水事業 7,167 万円

浄化槽事業 1,593 万円

天辰第一地区土地区画整理事業 8億 5,058 万円

川内駅周辺地区土地区画整理事業 2億 9,908 万円

入来温泉場地区土地区画整理事業 5億 2,193 万円

川内駅周辺地区土地区画整理事業清算事務 340 万円

国民健康保険事業 123 億 1,243 万円

国民健康保険直営診療施設勘定 9億 4,696 万円

介護保険事業 104 億 7,434 万円

後期高齢者医療事業 11億　354 万円

１４特別会計の合計 278 億 6,660 万円

■ 平成２５年度各特別会計当初予算

る
事
業
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
。

◆
地
域
資
源
利
活
用
事
業

２
１
５
万
円

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
色
あ
る

交
流
体
験
事
業
を
実
施
し
、
地
域
の

活
性
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

に
繋
げ
る
も
の
。

◆
６
次
産
業
化
推
進
事
業

１
千
１
６
９
万
４
千
円

　
農
林
漁
業
者
の
所
得
の
向
上
と
経

営
の
安
定
を
目
的
に
６
次
産
業
化
の

推
進
に
必
要
な
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
等
を

実
施
す
る
も
の
。

◆
新
産
業
創
造
事
業
補
助
金

２
千
８
３
０
万
円

　
中
小
企
業
の
活
性
化
や
起
業
創
出

の
た
め
、
異
業
種
参
入
、
転
業
、
起

業
及
び
雇
用
に
か
か
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◆�

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進

事
業
支
援
業
務
委
託

２
千
５
０
０
万
円

　
関
連
事
業
者
間
の
調
整
・
マ
ッ
チ

ン
グ
等
の
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、

高
度
な
知
見
や
経
験
を
有
す
る
外
部

人
材
を
活
用
し
計
画
を
具
現
化
し
て

い
く
も
の
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
井
上
　
勝
博
　
議
員

　
①
原
発
ゼ
ロ
の
地
域
経
済
再
生
を

進
め
る
べ
き
②
富
士
通
（
Ｆ
Ｉ
Ｍ
）

に
対
し
て
、
雇
用
、
地
域
社
会
へ
の

責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
な
ど
抗
議

を
す
べ
き
③
甑
島
市
民
が
納
得
し
て

い
な
い
高
速
船
建
造
よ
り
も
甑
島
の

観
光
振
興
策
に
力
を
入
れ
る
べ
き
④

こ
れ
以
上
の
小
中
学
校
統
廃
合
は
や

め
る
べ
き
⑤
地
元
中
小
企
業
の
支
援
、

正
規
雇
用
の
増
、
賃
金
引
上
げ
の
た

め
の
支
援
に
力
を
入
れ
る
べ
き
⑥
市

内
に
あ
る
残
り
２
棟
の
雇
用
促
進
住

宅
も
購
入
す
べ
き
―
な
ど
の
問
題
点

が
あ
る
こ
と
か
ら
本
予
算
に
反
対
す

る
。

　
中
島
　
由
美
子
　
議
員

　
前
年
度
よ
り
１
・
４
％
減
と
な
っ

た
が
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
、

成
長
戦
略
の
展
開
に
よ
る
地
域
雇
用

の
創
出
、
社
会
保
障
分
野
に
も
し
っ

か
り
と
配
分
さ
れ
た
予
算
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

増
額
を
望
む
。
滞
納
者
の
相
談
体
制

づ
く
り
な
ど
、
抜
本
改
善
を
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
本
予
算
に
反
対
す

る
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
井
上
　
勝
博
　
議
員

　
年
齢
で
区
切
っ
て
別
枠
の
医
療
保

険
に
囲
い
込
み
、
高
い
負
担
で
安
上

が
り
の
医
療
を
押
し
つ
け
る
本
制
度

は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
本

予
算
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

成
長
戦
略
の
展
開
に
よ
る
地
域

雇
用
の
創
出

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業

の
育
成
と
立
地
促
進

平成26年春に就航予定の新高速船「甑島」（イメージ図）
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金
に
つ
い
て
①
議
会
へ
の
説
明
が
遅

れ
た
理
由
②
設
立
を
急
ぐ
理
由
③
株

式
会
社
化
の
目
的
と
運
用
方
法
④

平
成
27
年
度
の
売
上
目
標
２
億
円
の

根
拠
⑤
市
か
ら
の
補
助
金
の
期
限
⑥

役
員
の
選
出
方
法
⑦
市
長
の
決
意

―
な
ど
の
ほ
か
、
川
内
港
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
（
電
気
バ
ス
）
に
つ
い
て
緊
急

経
済
対
策
事
業
で
購
入
す
る
理
由
等

を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

【
関
連
／
６
ペ
ー
ジ
総
括
質
疑
並

び
に
一
般
質
問
】

○�

川
内
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等
購
入
事

業

１
億
３
０
０
万
円

○
道
路
舗
装
補
修
事
業

２
億
円

　
２
月
27
日
の
定
例
会
初
日
に
上

程
さ
れ
た
第
７
回
補
正
は
、
委
員
会

付
託
を
省
略
し
、
３
日
間
（
３
月
８

日
・
11
日
・
12
日
）
の
総
括
質
疑
を

経
て
12
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
補
正
は
、
国
の
補
正
予
算
に
対

応
し
た
緊
急
経
済
対
策
予
算
、
国
県

補
助
事
業
に
お
け
る
補
助
内
示
及
び

制
度
改
正
等
に
伴
う
増
減
補
正
等
が

主
な
も
の
で
、
一
般
会
計
で
は
２
億

８
千
６
９
０
万
９
千
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
総
括
質
疑
で
は
、
㈱
薩
摩
川
内
観

光
物
産
協
会
設
立
（
観
光
協
会
と
特

産
品
協
会
を
統
合
し
、
株
式
会
社
を

設
立
）
に
係
る
２
０
０
万
円
の
出
資

○�

地
域
経
済
活
性
化
・
雇
用
創
出

臨
時
交
付
金
事
業

２
億
５
千
万
円

○
亀
山
小
屋
内
運
動
場
新
増
改
築
事
業

３
億
１
千
７
３
８
万
５
千
円

○
財
団
法
人
解
散
事
務
補
助
金

４
千
万
円

○
観
光
物
産
協
会
設
立
事
業

２
０
０
万
円

　
一
般
会
計
補
正
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

井
上
　
勝
博
　
議
員

　
川
内
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
購
入
事
業

の
電
気
バ
ス
は
高
価
で
あ
る
。
十
分

な
検
討
が
さ
れ
て
お
ら
ず
市
民
の
理

解
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
本
案
に
反
対
す
る
。

　
第
８
回
補
正
は
、
定
例
会
中
日
の

３
月
12
日
に
上
程
。
委
員
会
付
託
を

省
略
し
、
同
日
の
本
会
議
審
議
の
後
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
補
正
は
、
寄
付
金
に
伴
う
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
基
金
へ
の
積
立

金
の
増
額
（
３
５
０
万
円
）
と
、
消

防
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
総
合
整
備

事
業
に
係
る
契
約
確
定
に
よ
る
減
額

（
△
１
億
９
千
１
７
４
万
４
千
円
）

等
に
よ
り
、
一
般
会
計
で
１
億
７
千

１
２
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
９
回
補
正
は
、
定
例
会
最
終
日

の
３
月
28
日
に
上
程
。
委
員
会
付
託

を
省
略
し
、
同
日
の
本
会
議
審
議
の

後
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
補
正
で
は
、
国
の
補
正
予
算
に

対
応
し
た
緊
急
経
済
対
策
予
算
と
、

特
別
交
付
税
等
の
交
付
額
決
定
に

伴
う
財
政
調
整
基
金
の
積
立
の
た
め
、

12
億
８
千
４
３
７
万
１
千
円
を
追
加
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
は
、
総
額
５

３
６
億
４
千
６
４
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

○�

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
実
証
事

業

３
千
４
９
２
万
３
千
円

○�

原
子
力
災
害
対
策
施
設
等
整
備

事
業

３
億
９
千
２
２
８
万
円

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金

８
億
５
千
６
１
６
万
８
千
円

　「
薩
摩
川
内
市
い
こ
い
の
村
い
む

た
池
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
い
こ
い
の
村
い
む
た
池
を
普
通

財
産
に
変
更
し
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
財
産
活
用
を
図
る
も
の
で

す
。
こ
の
条
例
は
、
施
行
日
を
規

則
で
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
公

募
に
よ
り
民
間
譲
渡
先
が
決
定
し

た
後
に
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
は
、
第
７
回
か
ら
第
９
回
ま
で
の
３
補
正
に
よ
り

14
億
８
万
円
を
追
加
し
、
総
額
５
３
６
億
４
６
４
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
物
産
協
会
の
株
式
会
社
化
関
係
予
算
を
含
む
第
７
回
補
正
に
つ
い
て

は
、
５
会
派
の
代
表
質
問
と
３
議
員
の
個
人
質
問
に
よ
る
総
括
質
疑
を
経
た

後
、
定
例
会
中
日
に
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

い
こ
い
の
村
い
む
た
池
を

民
間
譲
渡
へ

主

な

事

業

主

な

事

業

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

−

観
光
物
産
協
会
の
株
式
会
社
化
で
質
疑

−

５
会
派
・
３
議
員

14 
億
円
を
追
加
計
上

条
例 

・ 

意
見
書

第
７
回
補
正
予
算

第
８
回
補
正
予
算

第
９
回
補
正
予
算

反
対
討
論

民間譲渡を予定しているいこいの村いむた池
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　「
薩
摩
川
内
市
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
考

慮
し
、
職
員
の
給
料
月
額
を
平
成
25

年
４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
の

間
、
平
均
２
・
５
％
減
額
す
る
も
の

で
す
。

　
な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

井
上
　
勝
博
　
議
員

　
職
員
給
与
の
引
下
げ
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
民
間
の
給
与
に
も
連

動
す
る
。
給
与
引
下
げ
競
争
は
地
域

経
済
を
ま
す
ま
す
疲
弊
さ
せ
る
の
で
、

こ
れ
以
上
の
削
減
は
行
う
べ
き
で
な

い
こ
と
か
ら
本
案
に
反
対
す
る
。

　「
薩
摩
川
内
市
企
業
立
地
支
援

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
を
可
決

し
ま
し
た
。

　
本
市
経
済
の
浮
揚
及
び
雇
用
の
増

大
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
企
業

立
地
促
進
条
例
を
全
部
改
正
し
て
、

企
業
立
地
の
支
援
に
係
る
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
、
助
成
対
象
範
囲
は

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
医
療
・
介
護

周
辺
施
設
な
ど
の
戦
略
ビ
ジ
ネ
ス
分

野
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　「
薩
摩
川
内
市
公
民
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
樋
脇
公
民
館
の
建
替
え
に
伴
い
、

施
設
の
使
用
料
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　「
薩
摩
川
内
市
高
齢
者
は
り
、

き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
料
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

の
施
術
料
に
対
す
る
助
成
制
度
に
つ

い
て
、
回
数
の
上
限
を
年
間
60
回
か

ら
40
回
に
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

井
上
　
勝
博
　
議
員

　
利
用
回
数
が
減
る
こ
と
に
よ
り
、

鍼
灸
師
を
職
業
と
し
て
い
る
視
覚
障

が
い
者
の
収
入
減
に
つ
な
が
る
。
高

齢
者
の
利
用
料
負
担
も
増
え
る
こ
と

か
ら
本
案
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　「
薩
摩
川
内
市
へ
き
地
保
育
所
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
下
甑
地
域
の
青
瀬
小
学
校
跡
地

に
へ
き
地
保
育
所
「
下
甑
保
育
園
」

を
開
設
す
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　「
薩
摩
川
内
市
普
通
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
川
内
川
宮
里
公
園
の
施
設
使
用

料
と
し
て
新
た
に
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ

カ
ー
場
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

使
用
料
を
定
め
る
も
の
で
、
10
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　「
薩
摩
川
内
市
準
景
観
地
区
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
良
好
な
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る

一
定
の
地
区
に
つ
い
て
、
景
観
法
で

定
め
る
準
景
観
地
区
を
活
用
し
、
景

観
の
保
全
に
必
要
な
規
制
を
行
う
も

の
で
す
。
現
在
、
長
目
の
浜
周
辺
地

区
に
つ
い
て
、
地
元
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
か
ら
準
景
観
地
区
指
定

提
案
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
財
産
の
有
効
活
用
、
民
間
活
力
の

活
用
、
管
理
経
費
の
縮
減
を
図
る
た

め
、
公
有
財
産
利
活
用
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
４
施
設
条
例
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。
な
お
今
回
、
廃
止
さ
れ

る
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
大
内
田
集
会
所
（
入
来
地
域
）

○
樋
脇
地
域
集
会
所

○
江
石
運
動
広
場
（
上
甑
地
域
）

○
瀬
尾
集
会
所
（
下
甑
地
域
）

　「
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
交
渉
参
加
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て
」
を
議
員
発
議
し
、

起
立
採
決
の
結
果
、
こ
れ
を
可
決
し

ま
し
た
。
な
お
、
本
意
見
書
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

井
上
　
勝
博
　
議
員

　
本
意
見
書
は
、
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
に
反
対
の
主
張
を
し
て
い
な

い
。
参
加
の
後
押
し
に
な
る
懸
念
が

あ
る
こ
と
か
ら
本
案
に
つ
い
て
反
対

す
る
。

市
職
員
給
与
を

平
均
２・５
％
減
額

新
分
野
に
も支

援
制
度
を
拡
充

は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ

助
成
回
数
を
40
回
に
引
下
げ

青
瀬
小
跡
地
に

下
甑
保
育
園
を
開
設

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出

−

可
決

財
産
仕
分
け・利
活
用
方
針
に

基
づ
き
４
施
設
を
廃
止

準
景
観
地
区
条
例
を
制
定

川
内
川
宮
里
公
園
の
施
設
使
用
料
に

ラ
グ
ビ
ー・サ
ッ
カ
ー
場
等
規
定

樋
脇
公
民
館
が
完
成

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

本年３月26日に完成した樋脇公民館
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３
月
８
日
、
11
日
、
12
日
の
３
日
間
、
総
括
質
疑
並
び
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
行
い
ま
し
た
５
会
派
に
よ
る
代
表
質
問
と
９
人
の
議
員
に
よ
る
個
人
質
問
の
中
か
ら
、
そ
の
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。	

［
４
ペ
ー
ジ
参
照
］

バ
ス
を
購
入
し
た
方
が
市
の
負
担
が

少
な
く
な
る
こ
と
、
本
市
の
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
に
合
致

す
る
こ
と
、
バ
ス
の
大
型
バ
ッ
テ

リ
ー
が
災
害
時
の
緊
急
電
源
設
備
と

し
て
活
用
で
き
る
こ
と
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
、
電
気
バ
ス
を
購
入

す
る
こ
と
と
し
た
。

摩
川
内
と
の
統
合
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。
将
来
、
こ
の
会
社
を
設

立
し
て
良
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

川
内
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等
購
入
事
業

に
つ
い
て

問
　
平
成
26
年
春
に
高
速
船
が
川

内
港
に
就
航
す
る
こ
と
に
伴
い
、
川

内
駅
・
川
内
港
間
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

が
運
行
さ
れ
る
。
今
回
、
電
気
バ
ス

の
購
入
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
既
存
の
バ
ス
会
社
の
バ
ス
の
運

行
で
よ
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
導
入
に
つ
い

て
は
、
当
初
、
運
行
事
業
者
で
中
古

バ
ス
を
購
入
し
、
車
両
償
却
費
を
市

が
負
担
す
る
こ
と
で
検
討
し
て
い
た

が
、中
古
バ
ス
を
購
入
す
る
よ
り
も
、

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
電
気

（
仮
称
）
㈱
薩
摩
川
内
市
観
光
物
産

協
会
に
つ
い
て
　

問　
（
仮
称
）
㈱
薩
摩
川
内
市
観
光

物
産
協
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
本
市

の
将
来
都
市
像
を
見
据
え
、
地
域
社

会
へ
貢
献
で
き
る
株
式
会
社
に
な
る

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
市
長
の
決

意
は
。

答
　
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
機

に
、
本
格
的
に
観
光
行
政
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
特
産
品
の
販
路

拡
大
や
観
光
客
の
定
着
を
図
る
に
は
、

特
産
品
の
開
発
か
ら
販
売
ま
で
を
一

貫
し
て
行
う
地
域
商
社
的
な
中
核
組

織
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
観

光
協
会
と
特
産
品
協
会
の
統
合
に
よ

る
株
式
会
社
の
設
立
に
至
っ
た
。
収

益
性
を
高
め
経
営
強
化
を
図
る
た

め
、
早
い
時
期
に
㈱
ま
ち
づ
く
り
薩

公
共
事
業
を
問
う

問
　
普
通
建
設
事
業
費
及
び
維
持

補
修
費
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
経

済
に
直
結
す
る
。
財
政
運
営
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
今
後
30
％
削
減
し
て
い

く
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
大
規
模
事

業
を
始
め
、
新
た
に
東
郷
地
域
小
中

一
貫
校
整
備
事
業
や
樋
脇
高
校
跡
地

利
活
用
事
業
等
を
進
め
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
30
％
削
減
は
慎
重

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め

に
も
維
持
補
修
費
計
画
の
策
定
を
急

ぐ
べ
き
で
は
。

答
　
今
の
段
階
で
財
政
運
営
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
見
直
す
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
が
、
そ
の
削
減
額
が
少
な
く
な

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
方
策
を
検
討

し
た
い
。
普
通
建
設
事
業
費
と
維
持

補
修
費
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
が
、
現
在
、
道
路
、
橋
梁
等

の
維
持
補
修
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
26

年
度
に
は
具
体
的
な
規
模
が
把
握
で

き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
際
に
調
整
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

合
併
特
例
債
の
起
債
可
能
期
間
の
延

長
と
市
町
村
建
設
計
画
の
変
更
手
続

は問
　
合
併
特
例
債
の
起
債
可
能
期

間
は
10
年
間
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た

代
　
表
　
質
　
問

５
会
派

　
む
　
つ
　
み
　
会

　
薩
　
摩
　
爽
　
風
　
会

宮里　兼実
議員

上野　一誠
議員

質問通告内容（要約）

質問通告内容（要約）

①�平成24年度一般会計補正予算（第７回）につ

いて

②�職員の給与の特例に関する条例の制定につ

いて

③平成25年度一般会計予算について

④財政運営プログラムについて

⑤（仮称）㈱薩摩川内市観光物産協会について

①公共事業を問う
②�合併特例債の起債可能期間の延長と市町村
建設計画の手続きは
③基金の状況と運用を問う
④建設工事に係る入札契約制度の見直しを問う
⑤（仮称）㈱薩摩川内市観光物産協会設立を問う
⑥�入来麓伝統的建造物群保存地区等の管理運
営の取組は
⑦雇用促進住宅購入整備事業の取組は
⑧岩切市長の政治姿勢を問う

総
括
質
疑
並
び
に
一
般
質
問

総
括
質
疑
並
び
に
一
般
質
問
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び
５
年
間
延
長
に
な
っ
た
。
①
市
町

村
建
設
計
画
の
変
更
手
続
き
は
。
②

現
在
の
合
併
特
例
債
借
入
予
定
額

２
０
０
億
円
を
、
ど
こ
ま
で
増
額
す

る
の
か
。
③
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
基
金
創
設
の
考
え
は
。

答
　
①
計
画
期
間
の
延
長
と
財
政

計
画
の
変
更
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
県
と
事
務
手
続

き
や
変
更
箇
所
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
６
月
議
会
に
は

提
案
し
た
い
。
②
今
回
の
延
長
で
、

１
０
０
億
円
程
度
増
額
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
③
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、（
仮
称
）
地
域
活
性
化
基
金

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
成

長
戦
略
分
野
を
含
む
地
域
振
興
に
関

す
る
事
業
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

入
来
麓
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

等
の
管
理
運
営
等
の
取
組
に
つ
い
て

問
う

問
　
こ
の
た
び
公
開
施
設
「
旧
増

田
家
住
宅
」
保
全
修
理
工
事
が
完
了

し
た
。本
市
の
文
化
の
拠
点
と
し
て
、

観
光
振
興
に
も
生
か
さ
れ
る
も
の
と

期
待
し
た
い
。
①
そ
の
管
理
運
営
の

考
え
方
は
。
②
清
色
城
跡
整
備
や
駐

車
場
・
周
辺
整
備
等
の
一
体
的
な
取

組
は
。

答
　
①
維
持
管
理
費
や
見
学
者
数

な
ど
を
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
、

当
面
は
市
の
直
営
と
す
る
が
、
地
元

と
協
議
し
な
が
ら
早
い
時
期
に
指
定

管
理
者
制
度
に
移
行
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。
②
現
在
、
国
土

交
通
省
の
補
助
を
受
け
て
入
来
小
学

校
の
石
垣
修
景
事
業
に
着
手
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
駐
車
場
等
の

整
備
等
の
ほ
か
景
観
的
な
修
景
事
業

も
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。
入
来
麓

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
清
色

城
跡
を
一
体
と
し
た
復
元
整
備
や
環

境
整
備
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
高
齢
化
社
会
対
策
を

問
う

問
　
市
老
人
福
祉
計
画
・
第
５
期

介
護
保
険
計
画
に
は
、
基
本
目
標
の

一
つ
と
し
て
「
地
域
で
支
え
合
う
明

る
く
活
力
あ
る
地
域
福
祉
の
推
進
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
つ
な

が
り
を
再
生
す
る
た
め
、
地
域
ぐ
る

み
で
高
齢
者
を
見
守
る
取
組
は
。

答
　
薩
摩
川
内
地
域
見
守
り
ネ
ッ

ト
、災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
整
備
、

健
や
か
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
訪
問

活
動
な
ど
が
あ
る
が
、
平
成
25
年
度

は
地
域
包
括
推
進
体
制
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
見
守
り
体
制
の
連

携
強
化
と
情
報
共
有
を
図
り
た
い
。

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
に
つ
い
て

問
　
薩
摩
川
内
高
江
Ｉ
Ｃ
と
薩
摩

川
内
水
引
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
た
こ
と
に

よ
り
、
市
内
に
薩
摩
川
内
都
Ｉ
Ｃ
を

含
め
３
箇
所
の
Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ
れ

た
。
地
元
特
産
品
の
販
売
な
ど
に
よ

る
観
光
振
興
の
た
め
に
、
こ
の
区
間

内
に
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置
で

き
な
い
か
。

答
　
無
料
区
間
で
は
、
Ｉ
Ｃ
で
自

由
に
乗
り
入
れ
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
無
料
区
間
と
な
る
見

込
み
の
本
市
内
に
は
、
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
の
設
置
は
難
し
い
と
考
え
る

が
、
利
用
者
の
利
便
性
や
沿
線
の
景

観
を
生
か
す
観
点
も
踏
ま
え
、
対
応

の
在
り
方
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

本
市
に
お
け
る
体
罰
・
い
じ
め
等
へ

の
教
育
委
員
会
の
対
応
を
問
う

問
　
国
は
小
中
学
校
の
い
じ
め
対

策
と
し
て
、
道
徳
の
授
業
時
間
を
増

や
す
な
ど
、
本
格
的
に
取
り
組
む
姿

勢
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
教
育

委
員
会
と
し
て
道
徳
教
育
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

答
　
道
徳
の
時
間
は
、
小
中
学
校

の
全
学
年
で
週
１
時
間
、
年
間
35
時

間
実
施
し
て
い
る
。
思
い
や
り
、
親

切
、
尊
敬
、
感
謝
、
生
命
尊
重
、
公

徳
心
な
ど
の
道
徳
的
価
値
を
そ
の
ま

ま
教
え
込
む
の
で
は
な
く
、
そ
の
素

晴
ら
し
さ
、
大
切
さ
な
ど
を
子
ど
も

た
ち
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
授
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
心
豊
か
に
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
く
力
な
ど
を
育
む

道
徳
教
育
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
　
心
　
会

質問通告内容（要約）

①二次予防事業対象者の把握について
②平成２５年度の地域支援事業の取組は
③地域で支え合う地域福祉の推進について
④�政府の方針と合わせて第５期介護保険事業計画の
見直しを
⑤西回り自動車道の現状、課題は
⑥西方・湯田を観光と結び付けたインターの見解は
⑦本市区間内にＰＡ設置はできないか
⑧小・中学校における体罰・いじめの実態は
⑨体罰・いじめ等の調査・指導方法を問う
⑩道徳教育の現状、今後の方向性を問う

今塩屋　裕一
議員

本年４月１日から一般公開された旧増田家住宅

薩摩川内高江ＩＣ―水引ＩＣ区間（本年３月10日から供用開始）
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安
心
・
安
全
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に問
　
緊
急
経
済
対
策
を
柱
と
し
た

国
の
補
正
予
算
を
受
け
て
、
本
市
で

も
学
校
施
設
の
耐
震
化
工
事
な
ど
が

前
倒
し
で
行
わ
れ
る
。
本
市
の
学
校

施
設
の
耐
震
化
率
は
、
今
後
ど
の
よ

う
に
推
移
し
て
い
く
か
。

答
　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
学
校

施
設
の
耐
震
化
に
重
点
を
置
い
て
お

り
、
耐
震
化
率
は
、
平
成
24
年
度
末

で
89
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
平
成

25
年
度
に
は
92
％
、
平
成
26
年
度
に

は
96
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
平

成
27
年
度
に
は
閉
校
予
定
の
学
校
を

除
き
耐
震
化
が
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。

楽
し
く
、
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環

境
整
備
の
た
め
に

問
　
給
食
に
入
っ
て
い
た
ア
レ
ル

ギ
ー
食
物
を
口
に
し
た
こ
と
で
、
調

布
市
の
女
子
児
童
が
亡
く
な
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
た
。
本
市

で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど

も
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答
　
基
本
的
に
は
保
護
者
か
ら
医

師
の
診
断
書
と
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
結

果
表
が
提
出
さ
れ
、
学
校
長
か
ら
も

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
申
出
が
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
も

と
に
、
保
護
者
、
担
任
、
学
校
給
食

担
当
者
等
が
個
々
の
給
食
献
立
の
内

容
を
十
分
協
議
し
て
対
応
し
て
い

る
。な
お
、川
内
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
食
数
が
多
い
た
め
代
替
食
を

持
参
さ
せ
て
い
る
が
、
ほ
か
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
代
替
食
の
調
理

器
具
を
設
置
し
、
除
去
食
、
代
替
食

を
提
供
し
て
い
る
。

原
子
力
地
域
防
災
計
画
の
大
綱
を
問

う問
　
①
計
画
の
実
効
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
配
慮
し
た
か
。
②
30
㌔

圏
域
に
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
計
画

の
大
き
な
変
更
点
は
。
③
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外

の
計
画
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

④
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
の
放
射
線
量
拡
散
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
。

答
　
①
改
訂
さ
れ
た
国
の
指
針
は
、

新
た
な
対
策
や
基
準
が
盛
り
込
ま

れ
、
従
前
の
指
針
に
比
べ
実
効
性
を

確
保
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
広

域
避
難
経
路
の
複
数
化
な
ど
実
効
性

を
高
め
て
い
き
た
い
。
②
20
㌔
圏
域

か
ら
30
㌔
圏
域
ま
で
の
新
た
な
広
域

避
難
計
画
、
緊
急
時
の
避
難
等
の
防

護
措
置
を
判
断
す
る
基
準
が
示
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
な
対
策
を

規
定
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
安
定
ヨ

ウ
素
剤
の
事
前
配
付
等
に
関
し
て
は

４
月
以
降
に
計
画
を
見
直
す
こ
と
と

し
て
い
る
。
③
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
は
広
域
避

難
計
画
に
は
盛
り
込
ま
な
い
が
、
避

難
の
基
本
的
な
考
え
方
を
規
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
④
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外
も

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
を
活
用
し
て
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
測
定

局
の
増
設
の
ほ
か
Ｇ
Ｐ
Ｓ
追
従
型
の

測
定
装
置
の
導
入
に
よ
り
Ｕ
Ｐ
Ｚ
外

も
機
動
的
に
測
定
が
可
能
と
な
る
。

学
校
教
育
の
い
じ
め
問
題
、
体
罰
問

題
に
つ
い
て

問
　
大
津
市
の
い
じ
め
問
題
に
つ

い
て
第
三
者
委
員
会
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
。
①
教
育
委
員
会
は
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。
②
実
態
把
握
は

で
き
て
い
る
か
。
③
実
態
は
教
師
間

で
共
有
が
で
き
る
状
況
か
。
④
教
育

委
員
会
と
し
て
の
対
応
は
。

答
　
①
い
じ
め
問
題
は
、
ど
の
学

校
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
か
ら
、
大

津
市
の
よ
う
な
事
例
を
指
摘
さ
れ
な

い
よ
う
真
摯
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。
②
国
の
調
査
で
は
、
１
４
６
８

件
を
把
握
し
て
お
り
、
丁
寧
に
対
応

し
、す
べ
て
解
消
し
て
い
る
。
ま
た
、

昨
年
11
月
か
ら
本
市
独
自
に
毎
月
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
把
握
も
行
っ

て
い
る
。
③
い
じ
め
事
例
を
把
握
し

た
場
合
、
生
徒
指
導
委
員
会
を
開
催

し
、
そ
の
結
果
を
全
職
員
で
確
認
、

共
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
朝
会

等
で
取
組
を
報
告
し
な
が
ら
全
校
体

制
で
対
応
し
て
い
る
。
④
具
体
的
な

実
態
把
握
を
行
い
、
各
種
研
修
会
や

学
校
訪
問
等
に
お
い
て
、
随
時
指
導

に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
、
学
校
を

適
切
に
指
導
・
支
援
し
、
重
大
な
問

題
が
発
生
し
た
場
合
は
、
解
決
に
向

け
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
市
　
民
　
連
　
合

　
公
　
明
　
党

質問通告内容（要約）

質問通告内容（要約）

①�地域防災計画原子力災害対策編の大綱を問う
②�（仮称）㈱薩摩川内市観光物産協会の発足課
題を問う
③甑島の地域ブランドマネジメントへの取組は
④�産業廃棄物管理型最終処分場の建設の進め
方は大丈夫か
⑤�平成25年度予算の地域経済に有効な事業の
拡大策について
⑥�学校教育における「いじめ問題」、「体罰問
題」を問う

①安心・安全の暮らしを守るために

　・学校施設の耐震化率の推移は

　・通学路の総点検を受けて、その後の見直しは

　・今回の入札制度の見直しによる効果は

　・�初期消火、情報収集等に有効な消防活動用

バイクの導入の考えは

②楽しく、安心して学べる教育環境整備のために

　・食物アレルギーを持つ子どもへの取組は

　・いじめ・体罰防止に向けての取組は

中島　由美子
議員

佃　昌樹
議員
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（
仮
称
）
宮
崎
バ
イ
パ
ス
の
整
備
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

問
　
宮
崎
バ
イ
パ
ス
が
早
く
着
工

さ
れ
完
成
し
な
い
と
、
車
の
騒
音
、

交
通
渋
滞
及
び
事
故
の
危
険
性
に
よ

り
川
内
郡
山
線
か
ら
梅
ケ
渕
橋
ま
で

の
沿
線
住
民
が
困
る
。
早
期
着
工
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
　
県
で
の
整
備
に
つ
い
て
要
望

を
続
け
て
い
る
が
、
本
年
３
月
の
県

議
会
で
の
一
般
質
問
の
中
で
、
県
当

局
か
ら
、「
薩
摩
川
内
市
に
お
い
て

策
定
中
の
広
域
避
難
計
画
や
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
」
旨

の
一
歩
進
ん
だ
答
弁
が
あ
っ
た
。
交

通
渋
滞
の
解
消
等
も
含
め
、
早
期
事

業
化
に
向
け
て
引
き
続
き
県
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。

津
波
注
意
表
示
看
板
設
置
関
連
に
つ

い
て

問
　
東
日
本
大
震
災
の
深
刻
な
被

害
は
、
他
人
事
で
は
済
ま
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
。
本
市
も
市
内
全
域
に

津
波
注
意
表
示
看
板
を
設
置
し
た

が
、
津
波
対
策
に
つ
い
て
小
中
学
校

に
ど
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
か
。

答
　
文
部
科
学
省
が
配
付
し
た
「
学

校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
手
引

き
」
を
も
と
に
、
各
学
校
の
立
地
条

件
等
を
考
慮
し
て
、
避
難
場
所
や
避

難
経
路
・
方
法
等
を
再
検
討
し
な
が

ら
、
学
校
独
自
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
や
避
難
訓
練
の
実
施
状
況

な
ど
も
把
握
し
て
い
る
。

成
年
後
見
制
度
に
係
る
市
民
後
見
人

の
育
成
の
取
組
は

問
　
高
齢
化
社
会
に
な
る
と
い
ろ

い
ろ
な
社
会
問
題
が
発
生
す
る
。
そ

の
中
で
成
年
後
見
制
度
の
充
実
が
急

が
れ
る
。
①
成
年
後
見
制
度
に
関
す

る
市
の
取
組
内
容
は
。
②
そ
の
事
業

の
今
後
の
取
組
は
。

答
　
①
平
成
23
年
度
か
ら
、
国
の

モ
デ
ル
事
業
に
よ
り
、制
度
の
広
報
・

啓
発
を
行
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
市

民
後
見
人
の
育
成
の
た
め
の
養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

養
成
講
座
で
は
、
12
人
に
修
了
証
を

交
付
し
て
い
る
。
②
モ
デ
ル
事
業
が

平
成
24
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
平

成
25
年
度
か
ら
は
、
介
護
保
険
事
業

の
任
意
事
業
の
中
で
市
民
後
見
人
の

育
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

国
民
文
化
祭
の
取
組
は

問
　
平
成
27
年
に
第
30
回
国
民
文

化
祭
が
、鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
。

①
本
市
で
の
取
組
は
。
②
開
催
に
伴

い
多
く
の
来
客
が
予
想
さ
れ
る
が
、

お
も
て
な
し
の
取
組
な
ど
市
民
運
動

は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の

か
。

答
　
①
市
文
化
協
会
等
と
協
議
し

て
、
人
形
浄
瑠
璃
、
甑
島
の
生
活
と

文
化
の
祭
典
、
全
国
ま
ご
こ
こ
ろ
短

歌
大
会
、
全
国
は
ん
や
、
川
柳
の
祭

典
の
５
事
業
の
開
催
を
県
に
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
②
観
光
Ｐ

Ｒ
の
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
教
育
委

員
会
だ
け
で
な
く
、
観
光
・
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
課
等
も
含
め
て
全
庁
的
に

進
め
、
文
化
協
会
等
と
も
連
携
し
な

が
ら
全
市
的
な
取
組
に
し
て
い
き
た

い
。

武
道
必
修
の
取
組
状
況
は

問
　
改
訂
中
学
校
学
習
指
導
要
領

の
完
全
実
施
に
よ
り
、
武
道
が
必
修

科
目
と
な
り
、
１
年
が
経
過
し
た
。

①
各
学
校
で
の
種
目
選
択
状
況
は
。

②
事
故
の
発
生
は
。
③
所
期
の
目
標

に
対
し
て
順
調
に
指
導
・
理
解
が
さ

れ
、
成
果
が
あ
っ
た
か
。

答
　
①
中
学
校
14
校
の
う
ち
、
柔

道
が
10
校
、
剣
道
が
３
校
、
両
方
を

選
択
し
て
い
る
学
校
が
１
校
で
あ

る
。
②
柔
道
で
手
の
捻
挫
、
後
頭
部

の
打
撲
な
ど
３
件
発
生
し
た
が
、
い

ず
れ
も
軽
傷
で
あ
っ
た
。
③
基
本
的

な
技
や
作
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
た
満
足
感
を
味
わ
っ
て
お
り
、
武

道
の
伝
統
的
な
考
え
方
の
良
さ
を
理

解
し
つ
つ
あ
る
。

横
馬
場
田
崎
線
の
交
通
安
全
対
策
は

問
　
横
馬
場
田
崎
線
整
備
事
業
が

完
了
し
供
用
開
始
と
な
っ
た
場
合
、

隈
之
城
高
城
線
か
ら
福
崎
自
動
車
学

校
ま
で
の
区
間
は
、
危
険
な
状
況
が

想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
安
全
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　
供
用
を
開
始
す
れ
ば
、
大
型

車
両
の
通
行
も
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
早
い
時
期
に
警
察
や
交
通
安
全

協
会
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
、
具
体

的
な
安
全
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
現
在
、
こ
の
区
間
で
行
っ
て
い

る
舗
装
整
備
等
に
併
せ
て
路
側
線
等

の
引
き
直
し
を
行
い
、
歩
行
者
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

個
　
人
　
質
　
問

議
員
９
人

福元　光一
議員

新原　春二
議員

市道�宮崎・平佐麓線の梅ヶ渕橋付近

成川　幸太郎
議員
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財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本
市
財

政
の
指
針
で
あ
り
、
誰
で
も
す
ぐ
分

か
る
指
標
に
す
べ
き

問
　
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
財

政
見
通
し
の
指
標
は
、
普
通
会
計
基

準
で
あ
り
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

と
の
単
純
比
較
で
の
判
断
が
困
難
。

併
せ
て
期
末
の
見
込
額
で
は
指
針
と

は
な
ら
な
い
。
早
急
に
指
標
の
改
善

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
全
国
の
類
似
団
体
や
県
内
各

市
と
比
較
す
る
際
、
普
通
会
計
の
決

算
統
計
ベ
ー
ス
が
評
価
し
や
す
い
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
指
標
と
し
て
い
る

が
、
指
摘
の
あ
っ
た
課
題
に
つ
い
て

は
、
今
後
研
究
し
て
み
た
い
。

財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
踏
ま
え
た

第
３
次
定
員
適
正
化
方
針
に
つ
い
て

問
う

問
　
本
市
の
財
政
面
の
到
達
点
は
、

財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
明

確
化
し
た
。
次
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
具
現
化
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
第

３
次
定
員
適
正
化
方
針
は
、
人
件
費

部
分
の
み
な
ら
ず
、
組
織
形
態
を
も

リ
ン
ク
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
事
業
の
縮
減
に
伴
う
業
務
量

の
削
減
や
本
庁
・
支
所
を
含
め
た
組

織
機
構
の
見
直
し
等
に
よ
り
職
員
が

１
０
０
０
人
以
下
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。

周
辺
地
域
の
人
口
（
特
に
若
者
）
の

減
少
と
対
策
に
つ
い
て

問
　
合
併
後
の
地
域
別
年
齢
人
口

の
変
化
の
特
徴
と
し
て
、
旧
４
町
４

村
の
人
口
減
少
、
特
に
年
少
人
口

（
15
歳
未
満
）
及
び
生
産
年
齢
人
口

（
15
歳
～
64
歳
）
の
減
少
が
著
し
い
。

若
者
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
対

策
は
な
い
か
。

答
　
定
住
促
進
補
助
制
度
を
実
施

し
て
お
り
、
周
辺
地
域
に
は
補
助
金

を
手
厚
く
す
る
と
と
も
に
、
若
者
の

転
入
促
進
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
を

持
つ
転
入
者
に
補
助
金
の
加
算
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、甑
島
地
域
で
は

こ
し
き
子
宝
支
援
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、新
た
に
離
島
高
校
生
修
学
支

援
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

公
有
財
産
利
活
用
方
針
に
よ
っ
て
市

民
の
負
担
は

問
　
公
共
施
設
を
譲
渡
・
貸
付
・

売
却
す
る
方
針
で
あ
る
が
、
集
会
施

設
の
譲
渡
を
受
け
て
も
維
持
管
理
費

や
老
朽
化
し
た
後
の
解
体
費
用
な
ど

の
負
担
が
生
じ
る
。
温
泉
施
設
の
民

間
売
却
に
よ
っ
て
も
利
用
料
の
値
上

げ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
が
市
民
に

生
じ
る
の
で
は
。

答
　
各
種
団
体
等
と
処
分
内
容
に

つ
い
て
協
議
し
、
理
解
い
た
だ
い
た

場
合
に
、
譲
渡
等
の
手
続
き
に
入
る

こ
と
と
な
る
。
利
用
料
等
に
つ
い
て

も
、
そ
の
協
議
の
中
で
決
ま
っ
て
い

く
た
め
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

公
衆
浴
場
な
ど
は
民
間
と
類
似
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
民
間

と
同
じ
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ

ば
負
担
は
増
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
民
間
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
は
委

ね
て
い
き
た
い
。

甑
島
の
活
性
化
・
振
興
策
を
問
う

問
　
①
甑
島
に
お
け
る
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
導
入
実
証
事
業
の
狙
い

と
効
果
は
。
②
Dr.
コ
ト
ー
の
島
を
離

島
医
療
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
生
か

し
、
全
国
へ
情
報
発
信
し
て
は
。

答
　
①
国
の
補
助
事
業
等
を
活
用

し
な
が
ら
、
行
政
が
主
導
し
て
電
気

自
動
車
や
充
電
設
備
を
積
極
的
に
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
へ
の
普

及
啓
発
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
観
光

客
の
走
行
ル
ー
ト
な
ど
の
デ
ー
タ
を

蓄
積
し
、
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
開

発
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
②
モ

デ
ル
と
な
っ
た
瀬
戸
上
所
長
の
意
向

を
確
認
の
上
、
関
係
課
で
協
議
し
て

い
き
た
い
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
老
い

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
高
齢
化
社

会
を

問
　
国
が
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進

す
る
た
め
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

「
地
域
ケ
ア
多
職
種
協
働
推
進
等
事

業
」
と
「
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
」

の
２
事
業
に
つ
い
て
、
本
市
に
お
け

る
取
組
は
。

答
　
地
域
ケ
ア
多
職
種
協
働
推
進

等
事
業
は
、
市
で
取
り
組
め
る
事
業

が
限
定
さ
れ
、
既
に
他
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
施
し

て
い
な
い
。
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事

業
は
、
医
療
関
係
団
体
が
取
り
組
ん

で
い
る
事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

関
係
機
関
と
十
分
な
協
議
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
現
段
階
で
は
実
施
し

て
い
な
い
。
な
お
、
在
宅
医
療
の
体

制
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
医
師
会
等

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

谷津　由尚
議員

江口　是彦
議員

井上　勝博
議員

導入予定の電気自動車
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財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

問
　
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

定
期
的
な
見
直
し
を
３
年
ご
と
に
行

う
と
な
っ
て
い
る
が
、政
府
の
政
策
・

景
気
な
ど
を
か
ん
が
み
、
単
年
度
ご

と
に
見
直
す
べ
き
で
は
。

答
　
単
年
度
ご
と
の
見
直
し
と
な

る
と
目
標
が
定
め
き
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
短
期
計
画
の
見
直
し
は
３
年
が

ベ
タ
ー
と
考
え
る
。
社
会
情
勢
な
ど

に
変
化
が
生
じ
た
と
き
は
、
柔
軟
に

対
応
し
て
見
直
し
て
い
き
た
い
。

角
竜
類
「
ケ
ラ
ト
プ
ス
」
の
発
見
を

受
け
て

問
　
甑
島
の
鹿
島
町
で
は
、
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
も
出
土
し
て
い
る
。
ケ
ラ

ト
プ
ス
の
展
示
と
併
せ
て
、
ア
ン
モ

ナ
イ
ト
発
掘
な
ど
の
体
験
型
観
光
の

誘
致
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
恐
竜
の
化
石
は
、
観
光
素
材

と
し
て
は
一
級
品
で
あ
り
、
甑
島
を

総
合
的
に
売
り
出
す
際
の
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
に
な
る
と
考
え
る
。
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
教
育
委
員
会
を
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

原
子
力
防
災
等
訪
問
事
業
に
つ
い
て

問
　
①
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区

域
が
30
㌔
圏
に
決
定
。
原
子
力
防
災

等
訪
問
事
業
の
計
画
期
間
と
具
体
的

な
取
組
は
。
②
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
５
㌔
圏
）

の
人
口
と
世
帯
数
は
。
③
原
子
力
災

害
対
策
指
針
に
お
け
る
安
定
ヨ
ウ
素

剤
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏

の
住
民
説
明
と
事
前
配
付
の
計
画

は
。

答
　
①
平
成
25
年
度
単
年
度
事
業

で
あ
り
、
30
㌔
圏
内
す
べ
て
を
訪
問

す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
説

明
会
や
出
前
講
座
等
を
併
用
し
な
が

ら
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
５
㌔
圏
）
内
は
、
各

戸
を
訪
問
し
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
５
～
30
㌔

圏
）
内
は
、
高
齢
者
や
災
害
時
要
援

護
者
を
中
心
に
戸
別
訪
問
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
②
本
年
１
月
現
在
、

２
８
７
４
人
、
１
４
９
４
世
帯
で
あ

る
。
③
指
針
で
は
、
地
方
公
共
団
体

が
事
前
に
配
付
で
き
る
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

が
、
具
体
的
な
配
付
・
服
用
方
法
等

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
に
示
さ
れ
次

第
検
討
し
て
い
き
た
い
。

川
内
文
化
ホ
ー
ル
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て

問
　
①
修
繕
工
事
の
全
体
像
は
。

②
２
次
耐
震
診
断
で
は
、
柱
・
壁
の

強
度
と
靭
性
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
土
地
は
、
川
や
水
田

の
埋
立
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
盤

の
脆
弱
性
を
含
め
る
と
耐
震
上
安
全

と
い
え
る
か
。
③
新
文
化
ホ
ー
ル
建

設
の
た
め
の
基
金
積
立
を
始
め
る
時

で
は
。

答
　
①
こ
れ
ま
で
舞
台
関
係
設
備
、

ト
イ
レ
、
ホ
ー
ル
客
席
な
ど
の
改
修

を
行
い
、
平
成
25
年
度
は
ホ
ー
ル
天

井
の
補
強
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

耐
震
上
問
題
が
な
い
こ
と
か
ら
建
築

後
70
年
と
な
る
平
成
48
年
度
ま
で
は

使
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
平
成

31
年
度
ま
で
を
目
途
に
施
設
維
持
に

必
要
な
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。
改

修
費
用
は
７
億
円
と
試
算
し
て
い

る
。
②
こ
れ
ま
で
改
修
工
事
に
合
わ

せ
て
地
盤
強
化
も
行
っ
て
お
り
、
問

題
な
い
と
考
え
る
。
③
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
財
政
状
況

を
み
た
上
で
検
討
し
た
い
。

天
辰
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
早
期
着
工
を

問
　
天
辰
第
一
地
区
は
、
平
成
28

年
度
完
工
に
向
け
順
調
に
進
捗
中
で

あ
る
。
第
二
地
区
に
お
い
て
は
、
川

内
川
左
岸
堤
防
強
化
、
浸
水
対
策
等

を
考
慮
し
一
刻
も
早
く
着
手
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
今
後
の
計
画
、
事
業

展
開
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
環

境
影
響
評
価
の
現
地
調
査
で
、
絶
滅

危
惧
種
の
動
植
物
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
影
響
の
あ
る
都
市
施
設
等

の
配
置
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
財
政
運
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
考
慮
し
て
コ
ス
ト
縮
減
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
。
平
成
25
年
度
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
検
討
を
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

人
件
費
削
減
の
推
移
及
び
職
員
給
与

削
減
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
は

問
　
本
年
４
月
か
ら
の
職
員
給
与

減
額
を
目
的
と
し
た
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
た
。
職
員

給
与
減
額
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る

地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
職
員
給
与
削
減
に
よ
る
消
費
・

税
収
等
の
減
の
ほ
か
、
職
員
給
与
が

地
域
の
民
間
企
業
の
給
与
水
準
に
連

動
し
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

は
、
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
は
と
考

え
る
。

川添　公貴
議員

持原　秀行
議員

昭和41年に竣工した川内文化ホール

福田　俊一郎
議員

川内まごころ文学館での恐竜化石展（平成21年7月〜8月）
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議  決  結  果  一  覧  表
議 案 番 号 件　　　　　名 付　託　先 議 決 結 果

議案第��１��号 薩摩川内市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について − 原案可決(全会一致)

議案第��２��号
薩摩川内市議会政務調査費の交付に関する条例及び薩摩川内市議
会基本条例の一部を改正する条例の制定について

− 原案可決(全会一致)

議案第��３��号
薩摩川内市議会等に出頭した選挙人等に対する実費弁償条例の一
部を改正する条例の制定について

− 原案可決(全会一致)

議案第��４��号 薩摩川内市いこいの村いむた池条例を廃止する条例の制定について − 原案可決(全会一致)

議案第��５��号
平成２４年度薩摩川内市一般会計補正予算［第７回補正］

（補正額　　　　２８６，９０９千円）
− 原案可決(賛成多数)

議案第��６��号
平成２４年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算

（補正額　　　　　△９，１９５千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第��７��号
平成２４年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算

（補正額　　　　　　　　２３３千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第��８��号
平成２４年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算

（補正額　　　　　　　△３３４千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第��９��号
平成２４年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別会計補正予算

（補正額　　　　　　　△３５０千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第�１０�号
平成２４年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計補正予算

（補正額　　　　　△７，４０２千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第�１１�号
平成２４年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別会計補正予算

（補正額　　　　　△１，５００千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第�１２�号
平成２４年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計補正予算

（補正額　　　　　△７，９６７千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第�１３�号
平成２４年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計補正予算

（補正額　　　△１４０，５８４千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第�１４�号
平成２４年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算

（補正額　　　　△１５，１７２千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第�１５�号
平成２４年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算

（補正額　　　　　△９，９１５千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第�１６�号
平成２４年度薩摩川内市後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（補正額　　　　△１２，１６５千円）
− 原案可決(全会一致)

議案第�１７�号

平成２４年度薩摩川内市水道事業会計補正予算
補正額　収益的収入　△３３，５００千円　
　　　　収益的支出　△３１，７８０千円　
　　　　資本的収入　△６７，５５７千円　
　　　　資本的支出　△７０，１４２千円　

− 原案可決(全会一致)

議案第�１８�号

平成２４年度薩摩川内市工業用水道事業会計補正予算
補正額　収益的収入　　　　△５６９千円　
　　　　収益的支出　　　　　５５２千円　
　　　　資本的収入　　　　　　　０千円　
　　　　資本的支出　△２３，５４０千円　

− 原案可決(全会一致)

議案第�１９�号 薩摩川内市職員の給与の特例に関する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決(賛成多数)

議案第�２０�号
薩摩川内市基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

総務文教委員会 原案可決(全会一致)

議案第�２１�号 薩摩川内市補助金等基本条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決(全会一致)

議案第�２２�号 薩摩川内市土地開発基金条例を廃止する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決(全会一致)

議案第�２３�号 薩摩川内市災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決(全会一致)
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議 案 番 号 件　　　　　名 付　託　先 議 決 結 果

議案第�２４�号 薩摩川内市公民館条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決(全会一致)

議案第�２５�号 薩摩川内市入来地域集会所条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決(全会一致)

議案第�２６�号 薩摩川内市樋脇地域集会所条例を廃止する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決(全会一致)

議案第�２７�号 薩摩川内市入来麓旧増田家住宅条例の制定について 総務文教委員会 原案可決(全会一致)

議案第�２８�号 薩摩川内市下甑郷土館の指定管理者の指定について 総務文教委員会 原案可決(全会一致)

議案第�２９�号 薩摩川内市体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教委員会 原案可決(全会一致)

議案第�３０�号 薩摩川内市集会所条例の一部を改正する条例の制定について 企画経済委員会 原案可決(全会一致)

議案第�３１�号 財産の無償譲渡について（瀬尾集会所の土地建物） 企画経済委員会 原案可決(全会一致)

議案第�３２�号
薩摩川内市工場立地法第４条の２第２項の規定に基づく準則を定
める条例の制定について

企画経済委員会 原案可決(全会一致)

議案第�３３�号
薩摩川内市国際交流センター条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

企画経済委員会 原案可決(全会一致)

議案第�３４�号 薩摩川内市企業立地支援条例の制定について 企画経済委員会 原案可決(全会一致)

議案第�３５�号
薩摩川内市甑島旅客待合施設条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

企画経済委員会 原案可決(全会一致)

議案第�３６�号
薩摩川内市甑島水産観光促進補助金に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

企画経済委員会 原案可決(全会一致)

議案第�３７�号
薩摩川内市が設置する一般廃棄物処理施設に置く技術管理者の資
格を定める条例の制定について

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�３８�号
薩摩川内市重度心身障害者医療費の助成に関する条例及び薩摩川
内市障害認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�３９�号
薩摩川内市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準
を定める条例の制定について

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�４０�号
薩摩川内市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準を定める条例の制定について

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�４１�号
薩摩川内市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及
び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�４２�号
薩摩川内市在宅介護支援センター条例を廃止する条例の制定につ
いて

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�４３�号
薩摩川内市高齢者はり、きゅう、マッサージ等施術料の助成に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

市民福祉委員会 原案可決(賛成多数)

議案第�４４�号
薩摩川内市の附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�４５�号
薩摩川内市へき地保育所条例の一部を改正する条例の制定につい
て

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�４６�号
薩摩川内市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�４７�号
薩摩川内市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�４８�号 薩摩川内市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�４９�号 薩摩川内市普通公園条例の一部を改正する条例の制定について 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�５０�号
鹿児島本線川内駅構内３５０ｋｍ３２０ｍ付近の立体交差工事委
託に関する基本協定の変更について

建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�５１�号 市道路線の認定について 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�５２�号 薩摩川内市準景観地区条例の制定について 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�５３�号 薩摩川内市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�５４�号 薩摩川内市営住宅等の整備基準を定める条例の制定について 建設水道委員会 原案可決(全会一致)
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※　議決結果欄について、「全会一致」は出席議員全員が賛成。「賛成多数」は出席議員のうち賛成者が多数であったことを示します。

議 案 番 号 件　　　　　名 付　託　先 議 決 結 果

議案第�５５�号 薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�５６�号 薩摩川内市一般住宅条例の一部を改正する条例の制定について 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�５７�号
薩摩川内市水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに
水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定について

建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�５８�号
薩摩川内市公共下水道及び都市下水路の構造の技術上の基準等に
関する条例の制定について

建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�５９�号 平成２５年度薩摩川内市一般会計予算

総務文教委員会
企画経済委員会
市民福祉委員会
建設水道委員会

原案可決(賛成多数)

議案第�６０�号 平成２５年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計予算 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�６１�号 平成２５年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計予算 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�６２�号 平成２５年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計予算 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�６３�号 平成２５年度薩摩川内市農業集落排水事業特別会計予算 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�６４�号 平成２５年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別会計予算 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�６５�号 平成２５年度薩摩川内市浄化槽事業特別会計予算 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�６６�号
平成２５年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計
予算

建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�６７�号
平成２５年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別会
計予算

建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�６８�号
平成２５年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会
計予算

建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�６９�号
平成２５年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業清算事
務特別会計予算

建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�７０�号 平成２５年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計予算 市民福祉委員会 原案可決(賛成多数)

議案第�７１�号
平成２５年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
予算

市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�７２�号 平成２５年度薩摩川内市介護保険事業特別会計予算 市民福祉委員会 原案可決(全会一致)

議案第�７３�号 平成２５年度薩摩川内市後期高齢者医療事業特別会計予算 市民福祉委員会 原案可決(賛成多数)

議案第�７４�号 平成２５年度薩摩川内市水道事業会計予算 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�７５�号 平成２５年度薩摩川内市工業用水道事業会計予算 建設水道委員会 原案可決(全会一致)

議案第�７６�号
消防通信指令センター総合整備事業消防通信指令センター総合整
備工事請負契約の締結について

― 原案可決(全会一致)

議案第�７７�号
平成２４年度薩摩川内市一般会計補正予算［第８回補正］

（補正額　　　△１７１，２００千円）
― 原案可決(全会一致)

議案第�７８�号
平成２４年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算

（繰越明許費の設定）
― 原案可決(全会一致)

議案第�７９�号
鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び同組合の共同処理する事務の変更並びに鹿児島県市町村総合
事務組合規約の変更について

― 原案可決(全会一致)

議案第�８０�号
平成２４年度薩摩川内市一般会計補正予算［第９回補正］

（補正額　　１，２８４，３７１千円）
― 原案可決(全会一致)

議案第�８１�号 監査委員の選任について　　　　　　　　　　　（桑原　道男氏） ― 同　��意 (全会一致)

議案第�８２�号 公平委員会委員の選任について　　　　　　　　（下馬場　学氏） ― 同　��意 (全会一致)
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私たちが慎重に
チェック！
私たちが慎重に
チェック！

委員会
報　告

常

任

委

員

会

　
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
を
行
い
、
次
の

よ
う
な
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
18
日
・
19
日
開
催

⑴
議
案
第
59
号
　
平
成
25
年
度
薩

摩
川
内
市
一
般
会
計
予
算
の
う
ち

本
委
員
会
付
託
分

❶
学
校
空
気
環
境
検
査
に
よ
り
、

ダ
ニ
等
の
発
生
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
必
要
な
衛
生
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
万
一
に
も
児
童
・

生
徒
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
な
い

よ
う
更
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
対
す
る
自
主
的
な

対
策
も
検
討
さ
れ
た
い
。

❷
固
定
資
産
税
課
税
に
係
る
土
地

地
目
の
現
況
把
握
に
当
た
っ
て
は
、

農
業
委
員
会
と
の
連
携
を
更
に
図

ら
れ
た
い
。

⑵
所
管
事
務
の
調
査
結
果

❶
行
方
不
明
捜
索
等
の
消
防
団
活

動
は
、
長
時
間
に
わ
た
る
場
合
や
数

日
に
も
及
ぶ
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

費
用
弁
償
に
つ
い
て
も
配
慮
で
き
な

い
か
検
討
さ
れ
た
い
。

❷
消
防
活
動
用
バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、

活
用
方
法
に
つ
い
て
先
進
事
例
を
研

究
し
な
が
ら
早
期
導
入
に
向
け
て
努

力
さ
れ
た
い
。

❸
少
年
自
然
の
家
で
の
野
外
活
動
に

お
い
て
、ツ
ツ
ガ
ム
シ
等
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
な
い
よ
う
、入
所
団
体
と

も
連
携
を
取
り
な
が
ら
必
要
な
指
導

や
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

３
月
14
日
・
15
日
開
催

⑴
議
案
第
34
号
　
薩
摩
川
内
市
企

業
立
地
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
現
在
の
国
内
情
勢
は
厳
し
い
が
、

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
を
中
心

に
誘
致
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑵
議
案
第
36
号
　
薩
摩
川
内
市
甑

島
水
産
観
光
促
進
補
助
金
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
甑
島
の
観
光
振
興
の
た
め
に
は
、

民
宿
の
ト
イ
レ
や
浴
槽
等
を
改
修
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
条
件
が
緩
和
さ
れ
る
補
助
制
度

を
周
知
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
改

修
が
進
む
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

⑶
議
案
第
59
号
　
平
成
25
年
度
薩

摩
川
内
市
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
本

委
員
会
付
託
分

❶
樋
脇
高
校
跡
地
利
活
用
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も

全
国
大
会
な
ど
が
開
催
で
き
る
よ
う

な
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
な
る
よ

う
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

❷
定
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
県
内
他

市
の
取
組
を
研
究
し
、
他
市
よ
り
条

件
を
良
く
す
る
な
ど
し
て
、
更
な
る

促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

❸
甑
島
の
魚
を
も
っ
と
市
民
に
食
べ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討

さ
れ
た
い
。

❹
市
内
の
農
林
水
産
業
が
一
体
と
な

っ
た
６
次
産
業
化
の
推
進
や
、
流

通
・
加
工
業
界
と
の
連
携
の
強
化
策

を
検
討
さ
れ
た
い
。

❺
川
内
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
事
業

の
運
行
予
定
回
数
に
つ
い
て
は
、
状

況
を
見
な
が
ら
増
便
も
検
討
さ
れ
た

い
。

❻
設
立
予
定
の
㈱
薩
摩
川
内
市
観

光
物
産
協
会
に
つ
い
て
は
、
６
次
産

業
化
の
推
進
に
必
要
な
生
産
者
、
加

工
・
流
通
業
者
と
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
売
れ
る
商
品
の
開
発
等
に

よ
り
自
立
経
営
が
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
協
力
さ
れ
た
い
。
な
お
、
販
路

拡
大
に
当
た
っ
て
は
、
市
内
業
者
と

の
競
合
等
に
つ
い
て
留
意
さ
れ
た
い
。

⑷
所
管
事
務
の
調
査
結
果

　
Ｆ
Ｍ
さ
つ
ま
せ
ん
だ
い
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ら
れ
た
い
。

３
月
18
日
・
19
日
開
催

⑴
議
案
第
45
号
　
薩
摩
川
内
市
へ
き

地
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
下
甑
保
育
園
は
、
隣
接
に
市
立
幼

稚
園
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
甑
島
の
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
認

定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を
早
期
に
進

め
ら
れ
た
い
。

⑵
議
案
第
59
号
　
平
成
25
年
度
薩

摩
川
内
市
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
本

委
員
会
付
託
分

　
花
い
っ
ぱ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

総
務
文
教
委
員
会

委
員
長
　
　
川
添
　
公
貴

企
画
経
済
委
員
会

委
員
長
　
　
佃
　
昌
樹

市
民
福
祉
委
員
会

委
員
長
　
　
江
口
　
是
彦 FMさつませんだい放送局
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特

別

委

員

会

業
に
つ
い
て
は
、
長
島
町
等
の
先
進

事
例
も
参
考
に
、
市
民
が
参
画
し
や

す
い
事
業
設
計
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑶
所
管
事
務
の
調
査
結
果

❶
地
域
主
権
改
革
に
よ
る
権
限
移
譲

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
事
務
遂
行

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
移
譲
さ

れ
た
事
務
量
に
応
じ
た
必
要
な
職
員

数
を
確
保
す
る
な
ど
、
適
切
な
措
置

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

❷
市
の
多
く
の
事
業
が
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
さ
れ
、
地
域
に
密
着
し

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
仕
組
み
が
整
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
受
皿
と
な
る
社

会
福
祉
協
議
会
の
機
能
強
化
へ
の
支

援
も
検
討
さ
れ
た
い
。

❸
生
活
保
護
受
給
者
に
対
す
る
就
労

支
援
の
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

❹
保
育
園
の
待
機
児
童
の
早
期
解
消

に
努
め
ら
れ
た
い
。

３
月
14
日
・
15
日
開
催

⑴
議
案
第
50
号
　
鹿
児
島
本
線
川
内

駅
構
内
３
５
０
㎞
３
２
０
ｍ
付
近
の

立
体
交
差
工
事
委
託
に
関
す
る
基
本

協
定
の
変
更
に
つ
い
て

　
工
事
内
容
を
十
分
に
把
握
し
、
積

算
根
拠
を
確
認
し
た
上
で
進
め
ら
れ

た
い
。

⑵
議
案
第
59
号
　
平
成
25
年
度
薩
摩

川
内
市
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
本
委

員
会
付
託
分

❶
公
共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な

い
市
民
に
対
し
て
、
公
共
下
水
道
等

接
続
推
進
事
業
の
補
助
金
制
度
を
活

用
さ
れ
る
よ
う
周
知
し
な
が
ら
、
接

続
率
向
上
に
な
お
一
層
努
め
ら
れ
た

い
。

❷
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
建
設

促
進
の
た
め
に
、
国
・
県
等
に
対
す

る
要
望
活
動
を
更
に
推
進
さ
れ
た
い
。

❸
購
入
す
る
雇
用
促
進
住
宅
入
来

宿
舎
の
入
居
者
募
集
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
へ
の
定
住
促
進
等
に
つ
な
が
る

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

⑶
議
案
第
60
号
　
平
成
25
年
度
薩

摩
川
内
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

予
算

❶
水
道
料
金
の
滞
納
が
発
生
し
な
い

よ
う
収
納
に
鋭
意
努
め
ら
れ
た
い
。

❷
上
甑
地
域
の
安
定
的
な
給
水
を
図

る
た
め
、
水
源
施
設
の
整
備
に
努
め

ら
れ
た
い
。

⑷
議
案
第
66
号
　
平
成
25
年
度
薩

摩
川
内
市
天
辰
第
一
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

　
保
留
地
は
、
草
払
い
等
の
管
理
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
売

却
で
き
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

⑸
議
案
第
67
号
　
平
成
25
年
度
薩

摩
川
内
市
川
内
駅
周
辺
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

　
事
業
終
了
に
伴
い
清
算
金
の
徴
収

が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
関
係
者
に

対
し
て
十
分
な
説
明
を
行
い
、
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

⑹
議
案
第
68
号
　
平
成
25
年
度
薩

摩
川
内
市
入
来
温
泉
場
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

　
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
事
業
に
必
要
な
盛
土
の
確
保
に

努
め
ら
れ
た
い
。

⑺
議
案
第
75
号
　
平
成
25
年
度
薩

摩
川
内
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計

予
算

　
富
士
通
イ
ン
テ
グ
レ
ー
テ
ッ
ド
マ

イ
ク
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
㈱
九
州
工
場
の

事
業
譲
渡
後
の
工
業
用
水
道
施
設
に

つ
い
て
は
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
施
設
の
在

り
方
を
検
討
さ
れ
た
い
。

川
内
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
に

関
す
る
調
査

１
月
30
日
（
現
地
視
察
）

　
今
後
の
調
査
の
参
考
と
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
川
内
原
子
力
発
電
所
の

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

⑴
緊
急
安
全
対
策
の
実
施
状
況
及

び
更
な
る
安
全
性
・
信
頼
性
向
上
へ

の
取
組
状
況
に
つ
い
て

　
緊
急
安
全
対
策
等
の
概
要
説
明
を

受
け
た
後
、
高
圧
発
電
機
車
、
移
動

式
大
容
量
発
電
機
、
仮
設
ポ
ン
プ
の

配
備
状
況
、
海
水
ポ
ン
プ
用
モ
ー
タ

予
備
品
等
の
保
管
状
況
を
視
察
し
た

ほ
か
、
平
成
27
年
度
を
目
途
に
設
置

さ
れ
る
免
震
重
要
棟
の
敷
地
造
成
等

工
事
に
つ
い
て
計
画
・
設
計
を
行
う

た
め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
状
況
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
高
台
に
配
備
し
て
い
る
高

圧
発
電
機
車
・
移
動
式
大
容
量
発
電

機
に
対
し
て
は
、
１
・
２
号
機
へ
の

電
源
ケ
ー
ブ
ル
が
恒
設
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
大
型
車
両
等
を
運
転
で
き

る
社
員
を
増
や
す
た
め
、
免
許
取
得

を
進
め
て
い
る
と
と
も
に
、
日
頃
か

ら
技
術
の
習
熟
・
向
上
の
た
め
の
緊

急
時
対
応
訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
し

て
い
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
屋
の
浸
水
対
策
と
し
て

扉
の
補
強
及
び
水
密
化
を
行
っ
て
い

る
状
況
や
漂
流
物
対
策
の
状
況
等
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

⑵
定
期
検
査
の
状
況
等
に
つ
い
て

　
原
子
炉
建
屋
及
び
燃
料
取
扱
建
屋

に
お
い
て
、
定
期
検
査
の
作
業
状
況

を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
１
号
機
に

お
け
る
燃
料
集
合
体
の
点
検
状
況
を

視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
固
体
廃
棄

物
貯
蔵
庫
の
保
管
状
況
も
視
察
し
ま

し
た
。

３
月
21
日
開
催

⑴
川
内
原
子
力
発
電
所
の
運
転
状
況

等
に
つ
い
て

　
当
局
か
ら
、
１
・
２
号
機
は
引
き

続
き
定
期
検
査
中
で
あ
る
こ
と
、
放

射
性
廃
棄
物
の
管
理
状
況
、
使
用
済

燃
料
の
保
管
状
況
等
の
報
告
を
受
け

建
設
水
道
委
員
会

委
員
長
　
福
田
　
俊
一
郎

川
内
原
子
力
発
電
所
対
策

調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
橋
口
　
博
文

　
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託
さ
れ
た
調
査
事
項
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

雇用促進住宅入来宿舎
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ま
し
た
。

⑵
新
安
全
基
準
骨
子
案
に
つ
い
て

　
当
局
か
ら
、
国
の
原
子
力
規
制
委

員
会
が
示
し
た
原
子
炉
施
設
に
係
る

新
安
全
基
準
骨
子
案
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
７
月
の
公
布
・

施
行
に
向
け
て
検
討
中
の
新
安
全

基
準
で
は
、
従
来
の
安
全
基
準
で
あ

る
設
計
基
準
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
取

組
だ
っ
た
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対

策
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

⑶
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対

策
編
）
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
当
局
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
（
原

子
力
災
害
対
策
編
）
の
見
直
し
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の
原

子
力
災
害
対
策
指
針
を
踏
ま
え
つ
つ
、

地
域
防
災
計
画
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

参
考
に
、
県
地
域
防
災
計
画
と
整
合

を
図
り
な
が
ら
本
市
防
災
計
画
を
見

直
す
こ
と
や
、
鹿
児
島
県
が
、
川
内

原
子
力
発
電
所
か
ら
お
お
む
ね
５
㌔

を
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）
と
し
、
お
お
む
ね
30

㌔
を
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る

区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
と
す
る
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
区
域

内
に
お
い
て
各
種
防
護
措
置
等
を
実

施
す
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▽
質
疑

　
不
特
定
多
数
が
使
用
す
る
施
設
や

医
療
機
関
・
社
会
福
祉
施
設
等
に
お

け
る
避
難
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
、
今
後
、
施
設
の
管
理

者
が
避
難
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
計
画
の
見
本
等
を
示
す
な
ど
し

て
、
市
も
支
援
し
て
い
く
旨
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

▽
意
見

　
計
画
の
見
直
し
内
容
を
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
避
難
訓
練
等

を
通
じ
て
周
知
に
努
め
ら
れ
た
い
。

１
月
31
日
開
催

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地
域
開

発
及
び
雇
用
創
出
に
関
す
る
調
査

⑴
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
に
つ
い
て

　
当
局
か
ら
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
に
取
り
組
む
理
由
、
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
・
行
動
計

画
策
定
の
流
れ
、
本
年
度
策
定
予
定

の
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
の
内
容
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▽
質
疑

❶
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
当
た
っ
て
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
出
さ
れ
た

意
見
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
で
あ
る
と
言
い
な

が
ら
暗
い
」、「
市
の
玄
関
口
で
あ
る

川
内
駅
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ら
れ

る
も
の
を
設
置
で
き
な
い
か
」
な
ど

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
具
体
的
な
事
業
に
つ
な
げ
て

い
け
な
い
か
検
討
し
て
い
る
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

❷
太
陽
光
発
電
の
買
取
価
格
に
つ
い

て
今
後
の
見
通
し
に
関
す
る
質
疑
が

あ
り
、
現
在
、
経
済
産
業
省
の
調
達

価
格
等
算
定
委
員
会
に
お
い
て
、
来

年
度
の
買
取
価
格
が
検
討
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
動
向
に
注
視
し

つ
つ
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
に
も
努

め
て
い
き
た
い
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

⑵
柳
山
ウ
イ
ン
ド
パ
ー
ク
（
風
力
発

電
）
設
置
事
業
に
つ
い
て

　
高
江
町
柳
山
周
辺
に
設
置
さ
れ
る

風
力
発
電
所
に
つ
い
て
、
事
業
の
進

捗
状
況
、
今
後
の
予
定
等
に
つ
い
て
、

当
局
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
森
永
　
靖
子

柳山周辺の風車設置イメージ

陳  情  の  処  理  状  況

陳情番号 件　　　　　名 提　出　者 付　託　先 結　果

陳情第��１��号
川内原発１・２号機再稼働反対の決議を
求める陳情書

原発ゼロをめざす
鹿児島県民の会

川内原子力発電所
対策調査特別委員会

継続審査

件　　　　　名 提　　出　　先

環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）交渉参加に関する意見書
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
内閣官房長官、外務大臣、農林水産大臣、
経済産業大臣、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

意 　 見 　 書

次の意見書を可決し、関係行政庁等に提出しました。
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議
会
の
動
き

（議員全員がシティセールスサポーターになっています）

2
月

27

　本
会
議

　
　議
員
全
員
協
議
会

３
月

８

　本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　議
会
運
営
委
員
会

11

　本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　議
会
運
営
委
員
会

12

　本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　会
派
代
表
者
会
議

　
　議
会
運
営
委
員
会

14

　企
画
経
済
委
員
会

　
　建
設
水
道
委
員
会

15

　企
画
経
済
委
員
会

　
　建
設
水
道
委
員
会

18

　総
務
文
教
委
員
会

　

　
　市
民
福
祉
委
員
会

19

　総
務
文
教
委
員
会

　

　
　市
民
福
祉
委
員
会

21

　川
内
原
子
力
発
電
所
対
策
調
査
特
別
委
員
会

27

　議
会
運
営
委
員
会

28

　議
会
運
営
委
員
会

　
　本
会
議

　
　議
員
全
員
協
議
会

４
月

12

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

24

　建
設
水
道
委
員
会
（
現
地
視
察
）

25

　総
務
文
教
委
員
会（
現
地
視
察
・
26
日
ま
で
）

本会議や委員会を傍聴してみませんか本会議や委員会を傍聴してみませんか本会議や委員会を傍聴してみませんか

◆　議会のホームページで、本会議のライブ中継、録画中継を行っています　◆

本 会 議
原則、どなたでも傍聴できます

５０席

傍聴席数

手続き
　市役所４階の傍聴席入口で、受付簿に記入
し、受付箱に入れてから、傍聴してください。

委 員 会
委員長の許可を得て、傍聴することができます

傍聴席数

手続き

第１委員会室　１２席
第２委員会室　１６席
第３委員会室　３０席

　市役所３階の議会事務局で受付をしてください。
　なお、委員会の開会時間30分前の時点で、
傍聴希望者が定員数を超えている場合は、抽
選により傍聴者を決定します。

５
月

７

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

13

　議
会
運
営
委
員
会

23

　次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
　川
内
原
子
力
発
電
所
対
策
調
査
特
別
委
員
会

24

　意
見
交
換
会
（
黒
木
・
上
手
・
大
村
・

　
　轟
・
藺
牟
田
地
区
）

６
月

12

　本
会
議

　
　議
員
全
員
協
議
会

21

　本
会
議
（
一
般
質
問
）

24

　本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　議
会
運
営
委
員
会

25

　本
会
議
（
一
般
質
問
）

27

　市
民
福
祉
委
員
会

　
　総
務
文
教
委
員
会

28

　建
設
水
道
委
員
会

　
　企
画
経
済
委
員
会

７
月

５

　議
会
運
営
委
員
会

　
　本
会
議

　
　議
員
全
員
協
議
会

第
２
回
定
例
会
予
定

横馬場・田崎線整備事業  アンダー部分工事

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
☎
（
２
３
）５
１
１
１
】

http://www.city.satsumasendai.lg.jp

Satsumasendai  City  Assembly
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